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株式会社アノドス

 

アノドス、FED を採用した電光掲示板型ネットガジェット「ANOBAR」を開発 

10 月よりコンテンツ開発者向けにモニター配布を予定 

http://anobar.jp 

 

株式会社アノドス（所在地：東京都中央区 代表取締役：森栄樹）は、電光掲示板型ネットガジェ

ット「ANOBAR」(型番 AB00100)を開発しました。2008 年 10 月よりコンテンツ開発者向けにモニター配

布を開始することを予定しています。 

 

【コンセプト】 

インターネットのコンテンツは豊富で多様になり、人の暮らしに欠かせない存在となりました。し

かしながら端末である PC や携帯電話はユーザーとの距離が近すぎ、コンテンツの利用スタイルを限定

しています。そのような状況の中、弊社はインターネットのコンテンツと適度な距離感・関係性を保

つことの出来る新しい端末として ANOBAR を開発しました。 

 

 

写真１: 本体 

 

写真２: 専用リモコン

 

 

【主な特徴】 

 1.離れてテキストコンテンツを見ることを前提にした電光掲示板型ネットガジェット 

 2.表示部に視野角依存性のない、高輝度・自発光のディスプレイ FED を採用 

 3.自社開発のティッカー表示ブラウザ「POTAMION」による 60fps の滑らかな描画 

 4.薄型テレビの手前に置けるスティック状の筐体 

 5.リモコンや人感センサーによる簡単操作 



【搭載する機能】 

 ◆ティッカー型 RSS リーダー 

  ・ニュースサイトやブログ等、任意の RSS コンテンツをティッカー表示 

 ◆ティッカー型専用ブラウザ 

  ・２ちゃんねる実況（番組 ch、市況）をリアルタイムティッカー表示 

  ・Wikipedia ランダムプレイ 

    ※登録したカテゴリからランダム抽出した項目の概要を表示 

 ◆Flash プレーヤー 

  ・任意の Flash コンテンツを再生可能 

 ◆メールレシーバー 

  ・受信メールをティッカー表示  

 ◆ANOBAR 専用コンテンツプレーヤー 

  ・ゲーム・クロック・メッセージボード 

  ・フォト＆ミュージックプレーヤー 

 

 

写真３： ２ちゃんねる実況（番組 ch） 

 

 

写真４： ２ちゃんねる実況 更新頻度グラフ 

(局名、番組名は架空のものです) 

 

写真５： クロック

 

写真６： メインメニュー

 

 



【今後の予定】 

ANOBAR の販売計画や事業化については、現時点で未定です。モニター配布の台数や配布方法等の詳

細については、現時点で未定です。モニター参加に関する案内は ANOBAR 製品情報 Web サイト内で行い

ます。 

 

【製品仕様】 

◆本体 

  製品番号： AB00100 

  OS： Windows XP Embedded 

  プロセッサー： VIA C7-M 1GHz 

  チップセット： VIA VX700 

  ディスプレイ： 双葉電子工業社製 FE3004、640x96 ピクセル、288×43.2mm 

  メインメモリー： 1GB 

  フラッシュメモリー： 2GB 

  スピーカー： 内蔵ステレオスピーカー 

  センサー： 人感センサー 

  LAN： 10/100BASE-T 

  モデム対応： NTT ドコモ社製 FOMA A2502 HIGH-SPEED に対応 

  重量： 約 2kg 

  寸法（幅×高さ×奥行）： 354×85.5×97mm 

  消費電力： 12V5A 

  

 ◆専用リモコン 

  製品番号： AR00100 

  重量： 約 20g(電池含む) 

  寸法： 44×84.3×7mm 

  

 ◆AC アダプター 

  製品番号： E/621DN12 

  重量： 約 470g 

  寸法： 116×50×31mm 

  入力： AC100V1.5A 

  出力： 12V5A 

 

 

【関連情報】 

 ANOBAR 製品情報 Web サイト http://anobar.jp 

 ANOBAR の実機動作を確認できるライブ中継 http://anobar.jp/movie.html 

 ANOBAR のモニター参加に関するご案内 http://anobar.jp/#/introduction/message/



【アノドスについて】 

アノドスは、従来のプラットフォームの枠では収まらないサービスを実現するために設立されまし

た。初めに理想のサービスイメージを念頭に置き、そのためのハードウェアからソフトウェア、コン

テンツまでを試作し、具現化することで、来るべき将来像を世の中に提示してまいります。 

 

 

株式会社アノドス 会社概要 

 

商号      株式会社アノドス  

英語表記    Anodos Incorporated  

資本金     1 億 5000 万円  

本社所在地   〒104-0032 東京都中央区八丁堀 3-26-9 KSK アネックス 7F  

代表者     代表取締役社長 森 栄樹 

主な事業内容  情報機器の企画・デザイン・試作・コンサルティング  

        情報機器向けソフトウェアの開発  

        情報機器向けコンテンツの企画・制作・運用 

ホームページ  http://anodos.co.jp 

 

 

【代表者プロフィール】 

森 栄樹(もり ひでき) 1968 年生まれ。日本大学理工学部物理学科卒。在学中、フリーソフトゲー

ム制作集団「Bio_100%」を結成。1991 年 4 月、NTT データ通信株式会社に入社。通信ソフトの技術開

発などにたずさわる。1995 年 12 月、マイクロソフト株式会社に入社。ゲームテクノロジー “DirectX” 

のエバンジェリストとなる。1998 年 10 月、株式会社ドワンゴに開発部長として入社。2000 年 9 月、

同社代表取締役副社長に就任。2008 年 1 月より株式会社アノドス 代表取締役社長。 

 

 

 

＜報道関係のお問い合わせ先＞ 

株式会社アノドス 関根 

TEL：03-3297-8900 Email：info@anodos.co.jp 

記載されている各社の社名、製品名、サービス名は、各社の商標または登録商標です。 
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